
■背景

昭和の時代もわずかとなった1980年代後半、シリコンサイクル

の大きな谷にみまわれた。半導体の設備投資はことごとく凍結

され、化学製品を生業とする社内では、売上比率がいかに低くと

も、私が身をおく半導体製造用装置事業の落ち込みは目立った。

経費節減が叫ばれ、若干名ではあるが他事業への人事異動も実

施された。入社5年目にして、初めて体感した不況である。液晶

とのかかわりをもったのは、こんな時期であった。

暇に任せたわけではない。入社以来、装置事業の中でもさらにマ

イナーなSOGスピンコータを手がけており、何とかメジャーに

したいとの思いから忙しくしていたのである。このころは、本格

的なSOGプロセスの認知とともに、スピンコータがヒット商品

として世界的な広がりをみせていく、一歩手前の時期にもあた

っていた。

■お付合い

カラーTFT液晶の研究開発が盛んであった関西方面の中堅商社

から、1本の電話が入った。「レジストコータが使いものになら

ず液晶エンジニアが困っている。一緒に話を聞きに云 」々いつ

もの人一倍のお喋りに、つい引き込まれそうになる。

今でこそ液晶テレビが当り前となっているが、当時は、それを本

気で唱える人の客観性を疑いたくなるほど、液晶は安かろう悪

かろうのイメージでしかなかった。半導体の“産業の米”に対

して“産業の顔”と言われ始めるはるか前のことである。

このような代物にかかわる時間はないと思った。しかし、商社か

らの執拗な誘いにも閉口した。結局、大阪方面の液晶メーカーに

向かうことになるが、全くのお付合いのつもりであった。

高名らしいエンジニアの方 と々接見した。何せ液晶業界を知ら

ないし、あまり深くも考えていない。それでも、小一時間のお話

の中でほぼ様相がつかめた。印象に残ったのは、問題を象徴す

る『風きり』という言い回しと、私に向けられた『どうせ駄目だ

ろう』と言いたげなエンジニアの目であった。どこの馬の骨か

わからぬ者に期待するはずもないが、それでも少 し々ゃくに触

った。

当時のTFT液晶は、半導体製造で用いられるのと同様のスピン

コータで、既に、一片が300mmを超える四角形のガラス基板にレ

ジストを塗布していた。その基板の内接円外の領域は、回転によ

る乱流とレジストの表面張力から、どんなことになるかは容易

に想像がつく。風きりと表現されていたものである。レジスト

を綺麗に塗りたいのはわかるが、無謀と思えた。

■片手間仕事

既に商社への義理立ては果たしたと思っている。ただ、先の無謀

と思える不合理と、しゃくに触った不快感が引っかかっていた。

くどいようだが、実は忙しくしていた。それに、開発部署ではな

いために開発予算はない。抱いてしまった不合理と不快感を解

消するために採れる方法は、暇を見つけて、手作り品での簡単な

実験を試していくことぐらいしかない。仕方なく、問題を具体的

に確認する作業から始めてみた。想像したとおりのことがあら

わになると、先のものが見たくなる。他人が既に試したと思える

ような比較的安易なアイデアも、暇を見つけては、いい加減な手

作りツールで試していった。いい加減なのでスピードだけは速

い。しかし、糸口さえも、なかなか見つからない。この段階にく

ると、先の不合理と不快感が推進力ではなく、自らの興味本位で

大型角基板上のレジストの挙動を考えるようになっていた。睡

眠時間を多少削ることにはなるが、嫌ならば止めればいい。そん

な気楽さの中で始めたつもりが、いつしか積極的に時間を作る

ようになり、夜な夜な、実験場と加工場を徘徊していたように記

憶している。今から思えば、その試行錯誤の中で、無意識のうち

にイメージができつつあったのかもしれない。

■ひらめき

2ヶ月ほど過ぎたある昼下がり、出張帰りの新幹線で遅い昼飯の

弁当を平らげ、うつらうつらし始めていた時である。突然、イメ

ージが意識の中に現れた。自分ではそう感じた。途中の停車駅

から発車して時速200km以上に加速していく、車内空間にハッ

とした。

ハッとした瞬間から、頭の中でできあがった突飛なものをすぐ

に試したい衝動に駆られた。その足で急ぎ退社時刻直前の会社

に戻り、女性社員の多い総務へ直行した。果たして、おあつらえ

どおりの物がそこから出てきた。珍しく真顔をした私に、蓋が付

いたクッキーの丸缶を手渡した女性社員の怪訝そうな顔は、今

も忘れられない。その夜、半導体用スピンコータのスピンヘッド

に取り付けられたクッキーの丸缶は、無造作に直角や鋭角に割

った異形Siウェーハ上のレジストを見事に均一に拡げてみせた。

あまりにも呆気ない、回転カップの基礎のできあがりである。

おそらく、この方法しかないのであろうと直感的に思った。しか

し、装置化の難易度の高さは並ではない。多くの問題が次 と々浮

かび上がり、装置化へ向かうことを躊躇させる。

正直、この先の苦労を考えだすと、せっかくの嬉しさも半減する

思いであった。
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■回転カップの具現化

ほどなくして、勤務先に近い神奈川県内に研究所を構えるユー

ザから、TFTパネル開発目的のレジスト塗布装置の要求が舞い

込んできた。悩んだが、反応見たさから回転カップの概念を紹介

してみた。予想以上のインパクトがあったのか、気がつけば捕ま

ってしまっていた。小型の手作り実験機から、いきなり製品化を

目指すリスクをも負うというのである。人・物・金に極貧の身と

しては、背中を強烈に押されるようなものであった。

数ヵ月後、大変な苦労の末、1987年末にTFTアレー用、続いて年

明けの1988年初頭にCF用の回転カップ式塗布装置を無事に納

入することができた。400mmのガラス基板に対応する回転カッ

プとホットプレートベークのみの簡単なものであったが、同研

究所は早 と々成果をあげた。同年開催のハノーバーメッセに、当

時世界最大となる14インチTFTパネルを参考出展したのである。

これ以後、カラー液晶の本格生産に向かう大きな流れに巻き込

まれていく。

■塗布3点セットの開発と事業展開

短い期間ながらもこの研究所に出入りしたことが、本格生産用

装置開発の動機づけとなっている。半導体製造装置の経験も手

伝い、生産装置に欠如している問題が見えてしまっていたので

ある。回転カップの欠点をいかに補い、生産用装置に適合させる

機能をいかに実現するかであった。実験を再開することにした。

例によって、時間を見つけながらの手作り品での実験である。

回転カップ→減圧乾燥→基板周縁洗浄（→ベーク）の、いわゆる

回転カップ技術を核とする塗布3点セットの概念を確立したの

は、1988年末のことである。回転カップはもとより、減圧乾燥も

突飛である。顧客が実際の大型ガラス基板で確認できる試作・デ

モ機がなければ、販売に繋がらないと悟った。前述したように、

開発予算は0であるが、一握りの応援者のためにも、後には退け

なかった。社内に開発予算の捻出を申請し、なんとか予算外で承

認された。

試作機が体を成してきた1989年6月ごろ、設置スペースの問題が

発覚した。このころは半導体も忙しさを取り戻し、出荷前装置が

並んだクリーンルームに、大きな液晶装置を設置するスペース

が暫く確保できなくなっていた。急遽目をつけたのが、改装した

ばかりの材料事業部の開発用クリーンルームであった。車で5

分程度の距離である。すぐには研究設備の搬入計画はない。担

当役員に無心し了解を取り付けたまではよかったが、搬入が厄

介であった。鉄製の大扉と枠を外し、剥き出しになった壁にも手

をつけたのである。怒られないわけはない。しかし、怪我の功名

があった。試作機の見学と実験のために、液晶業界重鎮の多くが

当社主力の材料事業部を訪れた。材料事業部の担当役員も接客

にあたるため、社内中枢への理解度がより深まり、液晶業界の標

準装置となるとの顧客評価も、たちまちのうちに社内に広まっ

た。このころから、社内においても液晶装置事業が現実的な話題

となり、中途採用の要求に応えてもらえるようになる。これを機

に、平成の時代から始まるカラー液晶生産の創成期より、社内の

液晶装置事業が興っていった。1990年末にTFT用、翌1991年に

はCF用レジスト塗布装置の出荷を開始した。いずれも関西方面

からのスタートとなり、前述の中堅商社には恩返しする形とな

った。以後、さまざまなサイズのガラス基板を流品するCF業界

を中心に、なくてはならないシステムとして認知されていった。

時は21世紀となり、ノンスピン方式が台頭するまで、回転カップ

を核とした塗布3点セットが、液晶業界のデファクトスタンダー

ドとして活躍することになる。なお、減圧乾燥については、ノンス

ピンの時代となった現在においても、いまだに活用されている。

■おわりに

液晶進展の大きな流れに巻き込まれていく過程で、社内外のさ

まざまな方 と々の出会いを得た。顧みれば、そのタイミングの妙

が非常に意味深く、感慨深くもある。人生の中でも得がたい体験

をさせていただいたと思えてくる。

それらの方 の々中に、本稿の依頼主でもある当社の開発本部長

がいる。クッキーの缶について書いたが、彼にとってはダンボー

ルということになっている。さすがにダンボールは回せない。

この話になるたびにクッキーの缶と訂正するのだが、次に会う

とダンボールに戻っている。彼は以前、当社の将来を決定付ける

重要な商品を開発しているが、当時の環境はお世辞にもよいと

はいえなかったと聞いている。施設の高額化が当り前になった

現在の開発環境だからこそ、若い開発者に伝えていきたいこと

があるはず。その伝えたいことの一つに、例えとしてダンボール

の方が都合よく、インパクトのある話となるのであろうと邪推

してしまう。仮にそうだとすると、まさに嘘も方便であり、光栄と

思うべきなのだろう。
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■ 本装置による塗布結果� ■ 従来型塗布方式�

塗布液：当社製顔料分散型カラーレジストCFPR（ブルー）�
膜　厚：1.5μm

回転カップと従来スピンコータの比較写真
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